
平成２７年１１月２０日

松山河川国道事務所

国道33号松山外環状道路インター線（市坪IC～余戸南IC）
ま つ や ま そ と か ん じよう い ち つ ぼ よ う ご みなみ

の開通６ヶ月後の交通状況やストック効果について

～新たなルートによるストック効果が出ています～

3月21日(土)に国道33号松山外環状道路インター線(以下「外環インター線」)
まつやまそとかんじよう

市坪IC～余戸南IC間が開通したことによる６ヶ月後の交通状況やストック効果
いち つぼ よう ご みなみ

についてお知らせします。

１．外環インター線部分開通後の交通状況
・外環インター線を利用する交通量が約３割増加

開通1ヶ月後 約3,600台/12ｈ → 開通6ヶ月後 約4,800台/12ｈ

・余戸南地区交差点と松山ＩＣを通過する交通のうち、約８割が外環インター線

を利用

２．外環インター線を利用して患者を迅速・安全に搬送可能に
・松山市西部から愛媛大学医学部附属病院へ搬送する場合に、約７分の時間短縮

開通前のルート(国道11号経由) 約35分 →

開通後のルート(外環インター線経由) 約28分

３．通学路の安全性が向上
・抜け道利用が減り県道久米垣生線の通学時間帯の交通量が約１割減少

H26年度（開通前） 約1,600台/2h → H27年度（開通後） 約1,400台/2h

※通学時間帯 朝7:00～9:00 2時間の交通量

４．開通した松山外環状道路沿線の地価下落幅が縮小
・愛媛県全体の地価は下落が続いているが、松山外環状道路沿線で下げ止まり傾向

※ストック効果:整備された社会資本が機能することによって継続的に中長期的に得られる効果

※今後も引き続き調査を行い、ストック効果を検証していきます。

本施策は、四国圏広域地方計画「No.5圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェ

クト」及び「No.6防災力向上プロジェクト」の取り組みに該当します。

問い合わせ先：四国地方整備局 松山河川国道事務所 計画課

事 業 対 策 官：大西 良明 （内線：２０８）
おおにし よしあき

◎ 計 画 課 長：高井 健一 （内線：２６１）
たか い けんいち

代表 ０８９－９７２－００３４

直通 ０８９－９７２－０４１５

ＦＡＸ ０８９－９７２－８１１７

◎：主な問い合わせ先
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○外環インター線の利用交通量が約３割増加しています。 
○余戸南地区交差点と松山ＩＣを通過する交通のうち、約８割が外環インター線を利用しています。 

断面Ｂ 

余戸南地区
交差点 

約８割が利用 
（ETC2.0対応車載器 
のデータより） 

約２割が利用 
（ETC2.0対応車載器 
のデータより） 

断面Ａ 

１．外環インター線部分開通後の交通状況 

松山ＩＣ 

調査実施日時 
・開通前     ：平成26年 10月21日(火)7:00～19:00 
・開通1ヶ月後：平成27年  4月21日(火)7:00～19:00 
・開通6ヶ月後：平成27年 10月14日(水)7:00～19:00 
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断面Ａ 

断面Ｂ 

約３割 
増加 

約３割 
増加 

自動車専用道路部 

約４割増加 

自動車専用道路交通量（開通前） 

側道交通量（開通前） 

凡
例 

自動車専用道路交通量（開通後） 

側道交通量（開通後） 

松前町 

松山市 

外環インター線の交通量変化 

凡例 開通前のルート 開通後のルート 

資料：ETC2.0データ（平成27年3月21日～平成27年8月3１日） 
     松山ICを利用する交通を対象に、松山IC～余戸南地区交差点間の 
     交通を抽出し、外環インター線経由と松山環状線・国道33号経由の 
         割合を算出。 



○外環インター線開通後、松山市西部から愛媛大学医学部附属病院へ搬送する場合に、外環インター
線が利用されており、開通前のルートと比べ約７分の時間短縮となっています。 

○外環インター線利用により、患者への負担が大きく軽減されており、救急医療活動を支援しています。 

○松山市西消防署 西部支署の声 
      (平成27年10月22日ヒアリング) 

松山市西部方面からの緊急搬送ルート 

資料：民間プローブデータ｛平成27年4月～ 平成27年8月の平日・昼間12時間（7:00～19:00）平均｝ 

・開通前は、(市)松山環状線から国道
11号を経由し、愛媛大学医学部附属
病院に搬送していましたが、開通後は
外環インター線を多く利用しています。 

・車両を揺らすことができない骨折患者等は、揺れの 

  少ない外環インター線を利用することがあります。 

・道が広いため、小回りの利かない救急車にとっては 

 走りやすい道です。 

  愛媛大学医学部附属病院 

２．外環インター線を利用して患者を迅速・安全に搬送可能に 
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約35分 約28分 

余戸南地区交差点～愛媛大学医学部付属病院の所要時間 

約７分 
短縮 

愛媛大学 
医学部附属病院 

外環インター線経由  

国道11号経由 

松山市西消防署 
西部支署 

松山市 

東温市 
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○(県)久米垣生線は交通量が多く、通学児童が危険と感じていました。 

○外環インター線開通後は、(県)久米垣生線の通学時間帯（７時～９時）及び日中（７時～１９時）の 

  交通量が約１割減少しました。 

断面Ａ 

椿小学校 

出典：松山市HP（平成26年3月7日作成）より抜粋 

：子ども目線の交通安全マップ「とくに車が多いところ」 

車の交通量が大変多く、曲がって
くる車とぶつかりそうになる。 

交通量が非常に多く、 
見通しが悪いため危ない。 

車・バイク・自転車の交通量が非
常に多い。押しボタン式信号機は
あるが、Ｔ字路横のため、車が曲
がろうとするときに危険。 

撮影日：平成27年11月20日 

開通前 

開通後 

○椿小学校の声(平成27年10月22日ヒアリング) 

・私見ですが登校時に見回ってい
て、車列の長さは短くなっている
ように思います。 

撮影日：平成24年10月24日 

(県)久米垣生線の交通状況の変化 

小学校の通学への影響 

７時～９時の交通量変化 ７時～１９時の交通量変化 

断面Ａ 断面Ａ 

資料：交通量調査結果 
 ・開通前：平成26年10月21日(火) ・開通後：平成27年10月14日(水) 

約１割減少 約１割減少 

３．通学路の安全性向上 

松前町 

松山市 



松山外環状道路 空港線 

H25年度開通 H28年度開通予定 H26年度開通 

松山港 
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松山ＩＣ 
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松山自動車道 

松山空港 

高松方面 

大洲方面 

外環沿線周辺 

至 高松市 

高速道路 

国道 

松山外環状道路 

開通予定区間 

① ② 

写真 

（自専道部） 

松山 
中央公園 

松山市 

松山外環状道路 インター線 

至 大洲市 

至 今治市 

○愛媛県の平成２７年基準地価公表値は、県内各市町において全体的に下落傾向。 

○一方、松山外環状道路沿線では、事業の進展による利便性の向上などの影響もあり、 

  地価が下げ止まり傾向。 

４．開通した松山外環状道路沿線の地価下落幅が縮小 
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※松山市の地価変動率 -1.7％ 
（平成26年⇒平成27年） 

【凡例】 地価上昇 地価下落（-1.7%未満） 

地価下落（-1.7%以上） 地価維持 

松山外環状道路周辺地域の地価変動傾向 
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松山市全域 外環沿線

松山外環状道路の沿線周辺
では地価下落率が小さい 

①区間開通 ②区間開通 

松前町 

松山市 

出典：国土交通省地価公示、都道府県地価調査 

愛媛県の平均土地価格 

出典：国土交通省地価公示、愛媛県地価公示 

下落傾向 
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<H26年2月22日撮影> 


